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小
田
地
域
の
農
地
は
、
一
区
画
ご
と
の

田
や
畑
の
面
積
が
小
さ
か
っ
た
り
、
境
界

な
ど
に
段
差
が
あ
る
な
ど
作
業
効
率
の
向

上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、
農
地
の
集

積
を
進
め
、
今
後
も
農
業
が
継
続
し
さ
ら

に
効
率
的
な
経
営
が
で
き
る
よ
う
小
田
地

域
農
用
地
利
用
改
善
組
合
（
門
場
政
一
組

合
長
・
組
合
員
四
十
一
人
）
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

組
合
は
、
担
い
手
農
家
四
戸
が
中
心
に

な
っ
て
、
農
地
の
所
有
者
な
ど
と
話
し
合

い
を
重
ね
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た

農
地
の
利
用
集
積
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ

て
農
地
間
の
段
差
の
修
正
と
、
耕
作
に
支

障
と
な
っ
て
い
た
木
や
石
垣
を
取
り
除
い

た
こ
と
で
、
作
業
効
率
が
高
ま
る
と
と
も

に
、
農
作
業
の
事
故
防
止
に
も
な
る
と
、

農
家
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
農
作
業
に

期
待
を
込
め
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
し
た
地
域
内
の
農
用
地

二
十
五
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
四
人

の
担
い
手
農
家
に
新
た
に
集
積
さ
れ
た
面

積
は
七
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
れ
ま
で

に
集
積
さ
れ
て
い
た
面
積
と
自
己
所
有

地
を
加
え
る
と
十
五
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

四
人
の
担
い
手
が
地
域
内
の
六
十
一
％
の

農
地
を
団
地
化
し
て
耕
作
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
内
で
同
額
の
小
作
料
を
決
め
、
期

間
を
設
定
し
て
貸
借
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、

貸
し
手
と
借
り
手
と
も
安
心
し
た
計
画
に

基
づ
い
て
農
地
の
利
用
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
数
年
間
に
わ
た
っ
て
耕

作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
た
三
十
ア
ー
ル
も

復
元
さ
れ
、
優
良
農
地
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

同
組
合
で
は
、
農
地
を
貸
し
た
く
て
も

借
り
手
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
組
合
が

仲
介
し
て
貸
し
手
を
捜
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　兼業農家の増加や農業に従事する人の高齢化、担い手の不足など
から耕作放棄地が増加しています。今後も世代交代を機に農業を継
承しないことなどから、農地の受け手がなくなり、耕作放棄地がま
すます増えるのではないかと心配されています。
　このような中、小田地域では、担い手農家が中心となって、同一
の耕作者へ農地をまとめる利用集積と農地の整備を行い、農地の有
効利用に弾みがつきました。　

小
田
地
域
の
農
地
集
積
事
業

農
地
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

畑
の
整
備
も
行
い
ま
し
た

地
域
の
担
い
手
に

み・そ・じ？
　４月６日に葛巻中学校の入学式に出
席しました。３月に丸３年になり、今
までで一番長いＡＬＴになりました。
一年延長になったと言うと、「えっ？
まだいるの？」とか、冗談で「デビが
まだいるから、金髪美人のＡＬＴが来
ない」とか言われました(笑)。また、
僕は28歳でここに来ましたが、今31
歳だと分かった時、「あれ？み・そ・
じ？」と言われました。はい、そうで
す。いつの間にか「おじさん」になっ
てしまいました。
　最近もいろいろな人から僕がいつ結
婚するのかと聞かれました。そして、
不思議なことに何人かが同じ質問をし
ました。例えば、「アメリカ人と日本
人と、どっちと結婚したい？」。僕は
普通どっちでもいいと答えますが、一
度アメリカ人と答えてみますと、相手
はちょっと不満そうな顔をしていまし
た。やはりアメリカ人にせよ日本人に
せよ、人間は自分の国あるいは自分の
人種がベストだと強調したいところが
あると思います。その他の質問は「子
どもは好き？子どもは何人欲しい？ど
んな人がいい？永住すれば？嫁を探さ
なきゃ！」などなど・・・・・疲れてき
ました。皆さん、心配してくれてあり
がとうございます。僕より皆さんの方
が心配しているのはなぜですか？心配
してくれるよりも紹介してください
よ！ (笑)
　葛巻のあとはまだ決めていません
が、ヨーロッパにも住んでみたいと思
います。世界は広いからもう少しあち
こち見たいと思います。いや、違う。
行くべきだと考え直します。僕はいつ
身を固めるか分かりませんが、その日
が来たら、ちゃんと皆さんにお知らせ
します。

　この文章は、デイビットさんが日本語で書いています。

　

一
昨
年
と
昨
年
の
二
年
間
に
わ
た
っ
て

町
内
で
大
発
生
し
た
マ
イ
マ
イ
ガ
は
、
今

年
も
多
く
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
四
月
十
七
日
、
町
総
合
セ
ン

タ
ー
で
第
一
回
マ
イ
マ
イ
ガ
防
除
対
策
会

議
を
開
催
し
て
、
早
め
の
防
除
対
策
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
や
公
衆
衛
生
関
係
者
な
ど
約

百
人
が
出
席
。
町
か
ら
昨
年
の
防
除
対
策

の
経
過
と
今
年
度
の
対
策
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
防
除
対
策
に
充
て
る
町
の
予
算
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。対
策
の
第
一
段
階
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
自
治
会
ま
た
は
班
単

位
な
ど
が
共
同
で
行
う
駆
除
に
対
し
て
、

薬
剤
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
に
先
立
っ
て
、
マ
イ
マ
イ

ガ
の
幼
虫
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
皮
膚
炎

の
知
識
と
予
防
に
つ
い
て
葛
巻
病
院
の
菊

池
孝
幸
外
科
長
が
講
演
し
、
で
き
る
だ
け

皮
膚
を
出
さ
な
い
で
毛
虫
と
の
接
触
を
避

け
る
こ
と
な
ど
予
防
を
訴
え
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
本
紙
４
月
号
16
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

　

昨
年
産
み
付
け
ら
れ
た
マ
イ
マ
イ
ガ
の

多
く
は
、
す
で
に
幼
虫
に
な
っ
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
さ
な
ぎ
に
な
り
、
ガ
と
な
っ
て

飛
ん
で
く
る
と
と
も
に
、
夏
以
降
に
産
卵

し
、
卵
塊
で
越
冬
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け

駆
除
し
、
大
発
生
の
抑
制
、
軽
減
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
区
で
、
大
発
生
が
予
想
さ

れ
る
個
所
を
発
見
す
る
な
ど
、
気
が
つ
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
農
林
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

自
治
会
で
行
う
駆
除
に

薬
剤
を
提
供
し
ま
す

駆除にご協力を！
マイマイガ

マイマイガの幼虫がふ化する前に
行われた町の防除対策会議

【防除対策スケジュール】
４月　町内全域で1回目防疫薬剤散布　全戸にチラシ配布
６月　情報収集　情報提供
７月　第２回防除対策会議　町内全域で２回目の防疫薬剤散布
　　　第３回防除対策会議（町中心部の街路灯と防犯灯の消灯につ

いて協議）
　　　街路灯などの消灯作業
８月　第４回防除対策会議（関係団体連絡会議）
　　　街路灯などの点灯作業
９月　第５回防除対策会議（町内全域での卵塊掻き取り作業協議）
　　　全戸チラシ配布　卵塊駆除作業　

段差の解消や新たな面的集積で耕作放
棄地も農地へとよみがえりました。

地域内の農地の 61％を耕作する農業の担い
手（左から）小谷地喜代治さん、田口康勝さ
ん、門場政一さん、上野勝俊さん

【門場政一・組合長に聞く】
　農業委員会の後押しもあり、念願か
なって、作業効率の良い農地になりまし
た。貸し手の人たちからも理解していた
だいて、地域ぐるみで農地を守ることも
できます。簡易な整備工事でしたが、耕
作できる面積もぐっと広がりました。

注意

①薬剤は、必ず使い
切ってください。

②配布する薬剤は、
農薬ではありま
せん。樹木や花、
野菜などには使
用しないでくだ
さい。

39
ディビット・マナーリオディビット・マナーリオ
（指導主事助手・31歳）（指導主事助手・31歳）

同一の耕作者に農地を
面的にまとめました　

【小田地域で行った利用集積】
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